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１ 令和４年度学校評価の基本方針及び実施概要  

 

(1)基本方針  

①本校児童・生徒、保護者、教職員、学校評議員に対して学校評価アンケートを実施する。 

②学校評価アンケートに基づき「学校評価（自己評価）報告書」を作成する。 

③「学校評価（自己評価）報告書」について、学校評議員より意見・要望等を聴 

取する。 

④「学校評価（自己評価）報告書」は本校ホームページ上で保護者に公表する。 

 

(2)学校評価アンケートの概要  

①対象  児童・生徒、保護者、教職員、学校評議員 

②質問項目等 

1)児童・生徒アンケート 実施数（142人）中、実施数（142人）回答率は 100％。 

・R3年度同様 100％の回答。 

・質問は全 12項目で、小学部の児童と中学部・高等部の生徒を対象に実施。 

・３段階評価「○（そう思う）」「△（普通）」「×（そう思わない）」「わからない」で実施。 

・授業内で実施。 

 

2)保護者アンケート 対象数（267人）中、回答数（175人）回答率は 65.5％ 

・R3年度同様、質問紙回答とインターネット回答（Forms）で実施したが、R3年度の回答率 67.0％ 

を下回っている。依頼文書の他にも学年便りや連絡帳で直接の回答を呼びかける工夫が必要。 

・質問は全 20項目で幼稚部、小学部、中学部、高等部の保護者を対象に実施。 

・４段階評価「良い」「やや良い」「やや不十分」「不十分」「わからない」で実施。 

・依頼文書を配布 

 

3)教職員アンケート 対象数（179人）中、回答数（169人）回答率は 94.4％。 

・病休や補充職員の入れ替え等により回答できない職員がいたため 100％に届いていない。 

・質問は全 20 項目で教諭、養護教諭、栄養士、寄宿舎指導員、介助員、事務員、用務員を対象に実施。 

・４段階評価「良い」「やや良い」「やや不十分」「不十分」「わからない」で実施。 

・インターネット回答（Forms）で実施。 

 

4）学校評議員 

・質問は全６項目で実施。 

・４段階評価「良い」「やや良い」「やや不十分」「不十分」で実施。 

・依頼文書を配布。 

 

 

 



(3)日程  

時 期   内   容 担当・会議等 

９月５日（月） ・第２回学校評価委員会（評価項目、方法等の確認） 学校評価委員会 

９月 14日（水） ・職員会議提案（実施時期等の説明） 教頭 

９日 26日（月） 

 ～ 

10 月 7 日（金） 

・評価の実施 

 自己評価（全教職員）   学校関係者評価（全保護者） 

 学校関係者評価（児童生徒）  ※学校評議員＝12 月実施 

各学部教育課程係、 

部主事、 

生徒指導部、教頭 

10 月中旬～ 

・評価の集計 10/11（火）～ 10/21（金） 

  自己評価(職員) ⇒ 主幹教諭 

  保護者評価   ⇒ 部主事 

  生徒評価    ⇒ 生徒指導部 

 

10 月下旬～ 

・評価の分析 10/24（月）～10/28（金） 

結果提出 11/4（金） 

・第３回学校評価委員会 11/7（月） ※学校評議員以外 

担当教頭、 

学校評価委員会、 

教頭 

11 月 10日（木） 

11 月 16日（水） 

・企画委員会 → 評価結果提案 

・評価結果報告 → 職員会議（教育課程への反映） 
教頭 

12 月 ～ 

１月末日 

・次年度教育課程の届出・調整 

12/2(金) 第 2 回学校評議員会 →内容等説明、回答依頼 

教務主任、 

教頭 

２月 
・学校評議員回答集約･分析、全体まとめ ⇒ 担当教頭 

2/15(水) 第 3 回学校評議員 →結果分析等説明 
 

３月 
・評価の公開（HP） 

・本年度学校評価結果  県立学校教育課へ報告 
教頭 

 

(4)自己評価（アンケート結果と考察） 

【島尻特別支援学校】 

① 児童・生徒アンケート 

昨年と比較して同様の評価を得ることができた。全ての質問項目で A 評価を得ることができたが、そ

のうち設問１～４、６、８では昨年度より高い評価となった。特に質問８においてはコロナ禍における工

夫した授業の中で「友人や先生との関わる時間が増えていること」が要因と考えられる。 

一方、ポイントの下がった質問５「学校は楽しい」と質問９「先生は、私たちの将来のことについて、

よく話してくれる。」の解決策としては、「児童の興味関心を活かし理解が深まるような授業の工夫・改善

や授業内で友達と交流できる場面を作っていく」事が必要であると考える。 

「そう思わない」と答えた生徒に関しては、今後学級担任等で面談を行い生徒の実態に応じた楽しい学

びができるように対応していく。また、生徒が相談しやすい環境や全ての職員が生徒からのサインや声

に耳を傾け、生徒理解に努めていく。 

② 保護者アンケート  

今回の回答数は 175 名（65.5％）と昨年の 182 名（67.0％）に比べ２％ほど減少した。コロナ感染拡

大に伴い、感染不安や濃厚接触者等で欠席する生徒もいたことが影響していると考える。今後も質問紙



回答とインターネット回答（Forms）の両方実施と連絡帳等での依頼を通して回答率を高めていきたい。 

評価内容については本年度も昨年と同様、質問 14「B評価」を除くすべての質問で A 評価となった。

質問 14については、「わからない」「やや不十分」を合わせると 30％以上を占めている。コロナ感染症対

策に伴い、学校行事の縮小または中止等によるものと考察する。質問 17、18においては、コロナ禍にな

り保護者が直接学校へ訪れる機会が少なくなり、学校の様子がなかなか伝わっていないと考察する。 

③ 教職員アンケート 

 評価内容では質問数（全 20問）の中で、マイナス評価（やや不十分・不十分）の基準 40％を超える回

答は１件（質問 20）でした。各学部からは共通して 1)「クーラーの故障、稼働」2)「肢体不自由児童生

徒の施設の充実」3)「避難時のスロープの設置」が上げられ、その他には 4)「授業で使用する教材教具

や視聴覚機器の充実」がありました。４点の意見については以下の回答で改善対応していく。 

 

質問 20の 1)については、年間通じての利用が多い機器であることから例年同様、故障や不具合が起きた

場合はすぐに事務で対応する。部品到着や修理日時（下校後）の調整で時間がかかる場合もあるので、そ

の際は特別教室の利用調整（学部主事・教務主任）で対応をお願いしたい。 

2)については、現在施設の増設は予定していない。現在の施設内で工夫・調整（教室の使い方、配置、特

別教室の転用等）した対応をお願いしたい。 

3)については、今年度火災避難訓練の反省でも回答済みです。「設置当初（10年前）車椅子生徒の教室を

１階に配置する考えで校舎が作られているのでスロープが設置されていない。土地的にスロープを設置

する場所がない。職員だけでなく保護者からも要望があり、管理者は数年前から毎年県へ要望している。

これからも続ける予定です。（事務長）」各学部の教室配置等での調整・検討でお願いしたい。 

4)各部署からの備品・消耗品要求をお願いします。予算の残り具合や金額、個数、使用頻度等にもよりま

すが確認して対応していきたい。 

 

又、令和３年度の結果と比較すると数値はプラス評価内であるが、質問１、２、３、４、７、８、９、

10、14、17、18、19では前年度に比べ低い数値となった。 

 質問１においては、「全体研修等で職員への説明」や、「合わせた指導→教科指導への理解と対応等の対

策」が必要である事に加え、昨年度から大幅に「教育課程が変更したことによる教育現場の困惑と生徒へ

の影響」があげられる。今後は特に重度重複障害児への教科指導に関する研修が必要であると考察する。 

 質問２においては、「教科の系統的、段階的な計画が不十分」、「領域や内容について十分な計画がなさ

れていないのではないか」等の声があった。「各自が学習指導要領や手引き等を読み込んで作成する」、

「作成時間の確保」、「学びの履歴の整理」等が必要であると考える。 

 質問３においては、「新しい様式に慣れない」「記入が細かすぎて時間がかかる」「３観点での評価がわ

かりにくく慣れない」等の声があった。「各自が学習指導要領や手引き等を読み込んで作成する」必要が

あり、要望があれば、「作成要領についての研修」を設定する必要があると考える。 

質問４においては、各学部から「学習グループで学級編成をすると考えると、教員の数は足りていな

い。そのため、低学年は、実態をプールにして学級編成をしている。加配要求は難しいことも分かるが、

実際、教員の数は十分ではないと感じる。」「実態別学習グループにして教科学習を実施しているが、職員

数が足りずに学習内容の見直しや手厚い方法を考えたい」「肢体の生徒にあった環境にない。学校経営目



標にもある一人一人の障害の状態や特性に応じた適切な教育が行えていないと感じる。」「今後、高等部

も車椅子の生徒が増えていくと思うので、職員もその指導を意識していくことが課題と思う。」等の声が

あった。「肢体不自由児童生徒の教育環境に配慮した教室配置の工夫」「肢体不自由教育の専門性を高め

ていく必要性」に加えて、「各学部の職員配置においては各学部で定数＋加配を合わせた職員数での調整

対応」の必要があると考える。 

 質問７においては、「肢体の子ども達も外で遊べる遊具も欲しい。」「環境、設備不足」「体育館・運動場

の使用割り当てが少なく、週２で体育があるものの週１でしか使用できず教室内やウッドデッキだとで

きることが限られる。」「コロナ禍で部活動ができませんでした。」等の声があった。「事務部へ要望したい

遊具の相談」や「運動場の活用」「各学部で体育館・運動場の使用割り当ての確認」が必要であると考え

る。 

 質問８においては、「どういう相談が何件あって、どのように対応しているのかが見えない。」の声があ

った。１年間の相談件数や相談内容、取り組み等については毎年研究紀要「礎」に掲載していることを確

認する必要があると考える。 

 質問９においては、日頃の指導や高等部での「ちゅらマナー週間」を通して「不十分」さを感じている

からだと考えられる。今後も、発達段階に応じて「どのようにしたらできるようになるのか」を考えなが

ら、各学部で全職員での共通した取り組みが必要であると考える。 

質問 10においては、「進路指導部だけでなく担任担当、教科担当ともっともっと連携していくこと」の

声があった。教職員全体で出口指導に向かっていきたいと考えてをふまえ、進路指導部は「発信を続けな

がら、教職員全体での進路指導体制を構築していく」取り組みが必要であると考える。 

質問 14においては、「舎生が学級にいないので分からないが、どのような連携が図られているのか、ど

のような連携が望ましいのか知りたい。」「金曜日の下校のことなどの課題があると思う。」の声があった。

寄宿舎の活動や取り組みをもっとアピールしていく必要がある。又、休日前の下校については現在実施

に向けて調整中であり、高等部において 11月中旬からの下校（学校→寄宿舎→下校）の実施と反省を踏

まえて、次年度以降に生かしていく必要があると考える。 

 質問 17においては、「コロナ禍で仕方ないが、他学部の先生方の顔や名前が分からない方が多い。交流

など、もっとあったらいいなと思う。」「人数が多い上にコロナ禍で接点が少なく、他学部の人の様子がよ

くわからない。」「教育課程の小中高の連携もされていないと思う。発達段階に応じた指導になっている

のか？例えば、小学６年理科⇒中学 1 年理科や、中学３年国語⇒高校 1 年国語といった繋がりが段階を

ふんだ学習指導になっているのか？」等の声があった。コロナ禍の影響による事で、「学校行事や互助会

行事等が通常に戻っていく中で徐々に解消されていく」「学部が変わる際の引き継ぎは、各学部において

丁寧に行うよう周知確認する」取り組みが必要であると考える。 

質問 18 においては、「各学部で組織的に業務をしていく必要がある。」「どの分掌も人員が不足してい

ると思う。人が多ければ、負担軽減にも繋がると思う。」「図書館主任となる本務教諭を配置するなど、司

書教諭免許を所持する教諭を配置する」等の声があった。各校務分掌の人数については、各学部の人数バ

ランスや各学期反省を踏まえての配置となっています。仕事の内容や負担軽減、図書館主任の本務教諭

の配置の視点も校務分掌検討委員会で確認しながら配置していく必要があると考える。 

 質問 19 においては、「普段の教育実践で抱えている困難に対してアドバイスや実践事例を聞きたい」

「肢体不自由者に関しての研修を増やし、ただ増やすのではなく、厳選して研修の全体量は減らすよう



にした方が良いと思う(負担軽減のため)。本当に必要(やらなければならないよう)な、明日からでも活

用(スキルアップ)できるような研修をした方が良いと思う。」「IT 関係の研修をもっと増やしてほしい。

機器は使っているのに活用方法を知らないことが多い。」「多くて消化しきれないので、少し減らしても

良いと思う。」の声があった。全体研修ではなく「学部研修で対応」を目指していく。又、どのような研

修を肢体不自由担当者が望んでいるのかも確認しながら「100人の 1歩」を目指し、研修の厳選・本当に

必要な研修を計画していく必要があると考える。 

 



質問項目 良い やや良い やや不十分 不十分 わからない

学校は、教育方針をわかりやすく伝えている。 63% 28% 7% 0% 2% 90% A

学校は、子どもの実態に即した指導計画、支援計画等を保
護者とともに作成している。

68% 25% 3% 1% 3% 93% A

職員は、子どもの学校での様子を家庭に伝えている。 74% 20% 4% 1% 1% 94% A

職員は、子どもの様子について、連絡・相談したことに適
切に対応している。

77% 17% 4% 1% 1% 94% A

職員は、子どもや保護者の願いをくみとって教育活動を
行っている。

71% 22% 3% 1% 2% 93% A

通知表は、子どもの適切な評価ができるよう工夫されてい
る。

75% 19% 4% 0% 2% 94% A

職員は、子どもをよく理解して指導にあたっている。 70% 22% 5% 1% 2% 92% A

学校は、子どもの教育課題について適切に指導している。 62% 27% 7% 1% 3% 89% A

学校では、あいさつの指導が行われており、日常生活にも
活かされている。

59% 27% 7% 1% 5% 86% A

学校では、基本的な生活習慣を身につけるための指導が行
われている。

68% 27% 3% 1% 2% 94% A

学校は、家庭や地域と連携をとり、子どもたちの健康の保
持増進を図り、安全教育をしている。

56% 28% 5% 1% 11% 84% A

学校は、保護者へ進路情報の提供を行っている。 59% 23% 8% 1% 9% 82% A

学校は、子どもの将来の生き方を指導し、豊かな心の育成
をしている。

59% 26% 5% 2% 8% 85% A

学校行事等は、保護者、施設の職員、地域の方達が参加し
ている。

40% 23% 10% 3% 24% 64% B

学校は、教育活動に必要な施設・設備等が整備されてい
る。

57% 28% 6% 2% 7% 86% A

学校は、校舎内外の環境美化に努めている。 67% 24% 4% 0% 5% 91% A

学校は、保護者や地域の人々に学校施設を開放している。 45% 23% 6% 1% 26% 68% A

ＰＴＡ活動は、保護者と教職員が協力して行っている。 52% 23% 3% 1% 21% 75% A

学校は、子どもたちの人権（いじめ防止、個人情報の保護
等）を尊重する姿勢で指導にあたっている。

58% 22% 2% 2% 16% 80% A

学校の雰囲気がよく、子どもたちは生き生きとしている。 76% 18% 2% 1% 3% 94% A

評価判断基準　A：65％以上（良い、やや良い）　　　B：64％未満～50％以上（良い、やや良い）
          　　C:49％以下（良い、やや良い）
A：良好である。十分目標を達成をあげた　　　　　B：おおむね良好。概ね目標を達成
C：改善が必要。目標達成が不十分　　　　 　　 　D：改善が急務。目標達成がきわめて不十分

番号 評価

12

1

2

3

4

5

6

19

20

※No14のマイナス評価（やや不十分・不十分）が13ポイントと高くなっている。

令和4年度　学校評価　保護者（島尻特別支援学校）

13

14

15

16

17

18

7

8

9

10

11



良い、やや良いと回答した％

％ 評価 ％ 評価

1 学校は、教育方針をわかりやすく伝えている。 90% A 91% A

2 学校は、子どもの実態に即した指導計画、支援計画等を保護者とともに作成している。 93% A 93% A

3 職員は、子どもの学校での様子を家庭に伝えている。 94% A 96% A

4 職員は、子どもの様子について、連絡・相談したことに適切に対応している。 94% A 97% A

5 職員は、子どもや保護者の願いをくみとって教育活動を行っている。 93% A 97% A

6 通知表は、子どもの適切な評価ができるよう工夫されている。 94% A 95% A

7 職員は、子どもをよく理解して指導にあたっている。 92% A 93% A

8 学校は、子どもの教育課題について適切に指導している。 89% A 91% A

9 学校では、あいさつの指導が行われており、日常生活にも活かされている。 86% A 89% A

10 学校では、基本的な生活習慣を身につけるための指導が行われている。 94% A 94% A

11 学校は、家庭や地域と連携をとり、子どもたちの健康の保持増進を図り、安全教育をしている。 84% A 87% A

12 学校は、保護者へ進路情報の提供を行っている。 82% A 86% A

13 学校は、子どもの将来の生き方を指導し、豊かな心の育成をしている。 85% A 88% A

14 学校行事等は、保護者、施設の職員、地域の方達が参加している。 64% B 63% B

15 学校は、教育活動に必要な施設・設備等が整備されている。 86% A 88% A

16 学校は、校舎内外の環境美化に努めている。 91% A 95% A

17 学校は、保護者や地域の人々に学校施設を開放している。 68% A 68% A

18 ＰＴＡ活動は、保護者と教職員が協力して行っている。 75% A 82% A

19 学校は、子どもたちの人権（いじめ防止、個人情報の保護等）を尊重する姿勢で指導にあたっている。 80% A 84% A

20 学校の雰囲気がよく、子どもたちは生き生きとしている。 94% A 94% A

86% A 89% A

※

令和4年　学校評価年度比較（保護者：島尻特別支援学校）

評価判断基準　A：（良い、やや良い）65％以上　　B：（良い、やや良い）64％～50％
　　　　　　  C：（良い、やや良い）49％未満　　D：（やや不十分、不十分）40％以上

A：良好である。十分目標を達成をあげた　　　　　B：おおむね良好。概ね目標を達成　　C：改善が必要。目標達成が不十分
D：改善が急務。目標達成がきわめて不十分

番号 質問項目
R4 R3

※全20問においてA評価の結果を得ている。全ての質問においてR3年度と近い結果となってるが、No14、17は昨年同様低いポイントで、No18は7ポイントの減少と
なっている。



質問項目 ○ △ × ？

学校は、楽しい。 77% 16% 5% 2% 77% A

先生は、わたしたちの意見をよく聞いてくれる。 81% 12% 0% 8% 81% A

授業は、楽しい。 72% 16% 11% 2% 72% A

先生は、授業でわからないところをていねいに教えてくれる。 85% 11% 1% 4% 85% A

学級は、楽しい。 79% 12% 5% 4% 79% A

先生は、よくほめてくれる。 82% 12% 1% 5% 82% A

先生に、気軽に相談できる。 74% 12% 5% 8% 74% A

先生は、私がいじめられたときや友達がいじめられているときに私た
ちを守ってくれる。

79% 9% 3% 10% 79% A

先生は、私たちの将来のことについて、よく話してくれる。 73% 16% 4% 7% 73% A

校内陸上、修学旅行、学習発表会などの学校行事は楽しい。 83% 8% 7% 2% 83% A

コロナ対策をし、工夫しながら行う、児童会・生徒会活動に、積極的
に参加している。（生徒総会、新入生歓迎会、卒業生を送る会など）

67% 10% 5% 18% 67% A

火事や地震、津波のとき、どうすればよいか教えられている。 84% 10% 2% 4% 84% A

6

令和4年度　学校評価　児童生徒（島尻特別支援学校）

評価判断基準　A：（○）65％以上　　B：（△）64％～50％　　 C：（×）49％未満　　D：（？）わからない

A：良好である。十分目標を達成をあげた　　　　　B：おおむね良好。概ね目標を達成
C：改善が必要。目標達成が不十分　　　　　　　　D：わからない

番号 評価

1

2

3

4

5

※全ての質問でA評価となっているが、No１、３、５、７、８、９、１１で80％を下回っている。

7

8

9

10

11

12



「○」と回答した％

回答方法
○△×？ ○の％ 評価 ○の％ 評価

1 学校
がっこう

は、楽
たの

しい。 77% A 76% A

2 先生
せんせい

は、わたしたちの意見
い けん

をよく聞
き

いてくれる。 81% A 79% A

3 授業
じゅぎょう

は、楽
たの

しい。 72% A 71% A

4 先生
せんせい

は、授業
じゅぎょう

でわからないところをていねいに教
おし

えてくれる。 85% A 83% A

5 学級
がっきゅう

は、楽
たの

しい。 79% A 81% A

6 先生
せんせい

は、よくほめてくれる。 82% A 79% A

7 先生
せんせい

に、気軽
き が る

に相談
そうだん

できる。 74% A 74% A

8 先生
せんせい

は、私
わたし

がいじめられたときや友達
ともだち

がいじめられているときに私
わたし

たちを守
まも

ってくれる。 79% A 71% A

9 先生
せんせい

は、私
わたし

たちの将来
しょうらい

のことについて、よく話
はな

してくれる。 73% A 75% A

10 校内
こうない

陸上
りくじょう

、修学旅行
しゅうがくりょこう

、学習発表会
がくしゅうはっぴょうかい

などの学校行事
がっこうぎょうじ

は楽
たの

しい。 83% A 未 未

11
コロナ対策

たいさく

をし、工夫
く ふ う

しながら行
おこな

う、児童会
じ ど う かい

・生徒会活動
せいとかいかつどう

に、積極的
せっきょくてき

に参加
さ ん か

している。

（生徒
せ い と

総会
そうかい

、新入生
しんにゅうせい

歓迎会
かんげいかい

、卒業生
そつぎょうせい

を送
おく

る会
かい

など）
67% A 未 未

12 火事
か じ

や地震
じ し ん

、津波
つ なみ

のとき、どうすればよいか教
おし

えられている。 84% A 86% A

13 部活動
ぶかつどう

は楽
たの

しい。(※部活動
ぶかつどう

をやっている生徒
せ い と

だけ答
こた

える）

78% A 78% A

令和4年　学校評価年度比較（児童生徒：島尻特別支援学校）

評価判断基準　A：（○）65％以上　　B：（△）64％～50％　　 C：（×）49％未満　　D：（？）わからない

A：良好である。十分目標を達成をあげた　　　　　B：おおむね良好。概ね目標を達成
C：改善が必要。目標達成が不十分                D：わからない

番号 質問項目
R4 R3

※R3年度のNO11、12はコロナ感染拡大に伴い行事の実施がなかった為、未回答。

※R3年度とほぼ同じ結果の中、No8で8ポイント向上している。



質問項目 良い やや良い やや不十分 不十分 わからない

教育課程は、幼児児童生徒の実態等に即し、適切に設定されているか。
24％ 48％ 17％ 7％ 4％ 72% A

年間指導計画は、幼児児童生徒の実態等に即し、適切に設定されている
か。 28％ 51％ 12％ 4％ 5％ 79% A

個別の計画等は、幼児児童生徒の実態等に即し、適切に設定されている
か。 37％ 52％ 4％ 3％ 4％ 89% A

幼児児童生徒の実態等に即した指導体制が整っているか。
30％ 48％ 15％ 3％ 4％ 78% A

保護者に対して適切で真摯な対応がなされているか。
59％ 37％ 2％ 0％ 2％ 96% A

幼児児童生徒の人権（いじめ防止、個人情報の保護等）を意識した対応や
指導がなされているか。 52％ 45％ 2％ 0％ 1％ 97% A

幼児児童生徒の実態等に即した体力づくりがなされているか。
37％ 51％ 8％ 1％ 3％ 88% A

校内外の教育相談体制は整っているか。
60％ 32％ 3％ 0％ 5％ 92% A

幼児児童生徒のみだしなみ、あいさつ、言葉遣い等の指導は適切になされ
ているか。 35％ 48％ 15％ 1％ 1％ 83% A

発達段階に即した進路指導がなされているか。
44％ 42％ 5％ 1％ 8％ 86% A

保健室は各学部、部署等との連携を図りながら適切に運営されているか。
81％ 17％ 2％ 0％ 0％ 98% A

図書室は各学部、部署等との連携を図りながら適切に運営されているか。
60％ 36％ 1％ 1％ 2％ 96% A

給食室は各学部、部署等との連携を図りながら適切に運営されているか。
73％ 24％ 1％ 0％ 2％ 97% A

寄宿舎は各学部、部署等との連携を図りながら適切に運営されているか。
64％ 28％ 5％ 0％ 3％ 92% A

事務室は各学部、部署等との連携を図りながら適切に運営されているか。
72％ 23％ 1％ 2％ 2％ 95% A

現業部(バス部、介助員、用務員)と各学部、部署等との連携は図られてい
るか。 60％ 34％ 4％ 0％ 2％ 94% A

学部間の連携は図られているか。
34％ 46％ 12％ 3％ 5％ 80% A

校務・学部分掌は適切で、機能的に運営されているか。
38％ 52％ 5％ 2％ 3％ 90% A

学校の課題や職員の研修ニーズに対応した研修が適切に実施されている
か。 37％ 52％ 6％ 1％ 4％ 89% A

教育活動に必要な施設・設備等は充実しているか。
15％ 39％ 31％ 13％ 2％ 54% D

1

2

評価番号

令和4年度　学校評価　教職員（島尻特別支援学校）

11

12

3

4

5

6

7

※R4年度NO20はA(良い、やや良い)54％ですが、D（やや不十分、不十分）の割合が44％の為、D評価になっています。

※ほとんどの質問でA評価となっているが、No１、２、４、で80％を下回っている。

評価判断基準　A：65％以上（良い、やや良い）　　　B：64％未満～50％以上（良い、やや良い）
        　　　C:49％以下（良い、やや良い）
A：良好である。十分目標を達成をあげた　　　　　B：おおむね良好。概ね目標を達成
C：改善が必要。目標達成が不十分　　　　　　　　D：改善が急務。目標達成がきわめて不十分

18

19

20

13

14

15

16

17

8

9

10



良い、やや良いと回答した％

％ 増減 評価 ％ 評価

1 教育課程は、幼児児童生徒の実態等に即し、適切に設定されているか。 72% ↓ A 94% A

2 年間指導計画は、幼児児童生徒の実態等に即し、適切に設定されているか。 79% ↓ A 95% A

3 個別の計画等は、幼児児童生徒の実態等に即し、適切に設定されているか。 89% ↓ A 94% A

4 幼児児童生徒の実態等に即した指導体制が整っているか。 78% ↓ A 89% A

5 保護者に対して適切で真摯な対応がなされているか。 96% ↓ A 98% A

6
幼児児童生徒の人権（いじめ防止、個人情報の保護等）を意識した対応や指導がなされてい
るか。

97% ↓ A 98% A

7 幼児児童生徒の実態等に即した体力づくりがなされているか。 88% ↓ A 90% A

8 校内外の教育相談体制は整っているか。 92% ↓ A 99% A

9 幼児児童生徒のみだしなみ、あいさつ、言葉遣い等の指導は適切になされているか。 83% ↓ A 92% A

10 発達段階に即した進路指導がなされているか。 86% ↓ A 96% A

11 保健室は各学部、部署等との連携を図りながら適切に運営されているか。 98% ↓ A 100% A

12 図書室は各学部、部署等との連携を図りながら適切に運営されているか。 96% ↓ A 99% A

13 給食室は各学部、部署等との連携を図りながら適切に運営されているか。 97% ↓ A 98% A

14 寄宿舎は各学部、部署等との連携を図りながら適切に運営されているか。 92% ↓ A 97% A

15 事務室は各学部、部署等との連携を図りながら適切に運営されているか。 95% ↓ A 96% A

16 現業部(バス部、介助員、用務員)と各学部、部署等との連携は図られているか。 94% ↓ A 97% A

17 学部間の連携は図られているか。 80% ↓ A 86% A

18 校務・学部分掌は適切で、機能的に運営されているか。 90% ↓ A 97% A

19 学校の課題や職員の研修ニーズに対応した研修が適切に実施されているか。 89% ↓ A 94% A

20 教育活動に必要な施設・設備等は充実しているか。 54% ↓ D 65% A

87% A 94% A

番号 質問項目
R4

令和4年　学校評価年度比較（教職員：島尻特別支援学校）

A：良好である。十分目標を達成をあげた　　B：おおむね良好。概ね目標を達成　　C：改善が必要。目標達成が不十分
D：改善が急務。目標達成がきわめて不十分

評価判断基準　A：（良い、やや良い）65％以上　　B：（良い、やや良い）64％～50％　　 C：（良い、やや良い）49％未満
          　　D：（やや不十分・不十分）40％以上

R3

※全20問においてA評価の結果を得ているが、全ての質問においてR3年度に比べて１～22ポイントの範囲で減少が見られる。
（５ポイント以上のNo１、２、３、４、８、9、10、14、17、18、19、20）

①R4年度NO20はA(良い、やや良い)54％ですが、D（やや不十分、不十分）の割合が44％の為、D評価になっています。

②R3年度NO20はA(良い、やや良い)65％ですが、D（やや不十分、不十分）の割合が35％評価になっています。



評議員数 回収数 回収率

5 5 100% 県立島尻特別支援学校

十分
やや十

分
やや不
十分

不十分 無回答

1
本校の教育目標
・学校は教育方針をわかりやすく
伝えている

2 3

①基本的な観点が良い。
②学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの校長挨拶で示されており理解して
いる。R4教育目標の掲載は高等部のみでありもった
いない。
③発信については整理されており達成できていると思
います。発信された内容について、保護者(の実態)に
よってはご理解いただけていないこともあるので、面
談時に各担当から説明できると尚良いです。

2
本校の教育実践
・学校は教育課題について適切
に取り組んでいる

1 4

①教育課程に絶えず向かう姿勢が良い。
②知的における教科別の指導、その成果と課題に注
目している。
③教育課題については各学年においてそれぞれ目標
を定めて取り組めているかと思いますが、積み上げ方
に課題があるように感じます。個別の課題に関しては
本人が気づき実践を継続できる工夫を提案し、成長が
実感できるよう内容を充実させてほしいです。

3
本校の健康・安全
・学校は健康・安全教育に取り組
んでいる

3 2

①安全教育は難しいので折れない気持ちで。
②コロナ禍でマスク着用や手洗い･手指消毒を障害の
重い児童生徒に定着させることは容易ではないが、学
校職員の様々な創意工夫により教育活動が展開され
ており敬意を表したい。
③コロナ対策について、学校での取り組みについては
自ずと限界があると思う。
④見えやすい、分かりやすい健康・安全教育について
は実践されているようです。学校外の守られた環境外
で想定されるハプニング(SNS犯罪等含む)についてど
う対応するか？突発的な災害等いつもと異なる状況
の時どうするか？等も一考いただきたいです。

4
本校の環境美化
・学校は校舎内外の環境美化に
努めている

2 3

①良好
②校内授業参観時に確認しました。壁に掲示物を剥
がしたガムテープ等の跡が残っており掲示方法や掲
示場所の特定に工夫が必要と思われる。
③環境緑化は時間を要する。マスタープランに基づく
地道な取り組みを期待する。　　④できていると感じま
した。

5
本校の進路指導
・学校は適切な進路指導に取り組
んでいる

1 4

①確り取り組んでいるのがわかるので良い。
②R3高等部3年生23名のうちほぼ全員進路先が決定
していることを見ると評価できる。2･3年生の校外就業
体験を複数の事業所で行い、その中から選択して進
路先を生徒が選ぶことが望ましい。
③1学期:高3･2年進路面談実施、2学期:高2年進路面
談実施、3学期:高1進路面談予定、小中学部保護者進
路ゆんたく会予定。
④知的障害のない肢体不自由の普通高→大学等へ
の進路も注目したい。
⑤進路指導は就職指導や現場実習だけではないの
で、普段から社会で生きていくために必要な指導を積
み重ねていくことが求められます。健康管理、生活管
理、社会性、基本的労働習慣、職業適性等、必要とさ
れる力をバラバラに積み上げるのではなく、崩れにく
い土台を小中学部から積み重ねてほしいです。就労
支援の観点から卒業後何かあった時に修復が自己で
可能な状態、または助言や支援により修正がしやすい
状態だと助かります。

6

本校の地域との連携
・学校は地域と連携し、特別支援
教育のセンター的役割を果たして
いる

1 4

①役割を果たしている。
②学校説明会、関係機関との連絡会･外部向け授業
見学、公開研修、センター的役割での見学教育相談
等の実施を中間報告で確認できた。
③コロナウイルスの感染拡大状況にあわせて工夫さ
れた活動が行われている。
④交流及び共同学習の充実を求む。そうすれば近隣
校の意識も高まるのでは！
⑤島尻特支は立地的に郊外にあるため他の支援学校
と比べると刺激が少なく落ち着いた環境で教育できま
すが、連携を十分に行うのは難しいのかな？と感じま
した。ゆい教室等は特に現場の先生以外に実態が分
かりづらいのではないのでしょうか？お互いに上手く
いっている事例の共有ができているのか、他に生じて
いる課題が無いのか知りたいです。

【その他助言等】

①昨今の保育園で起きた園児バス置き去り死亡事故や虐待事件は、管理職と保育士共に自らの職責を理解できているのかと憤りを覚える。この様な事は特別支援学校でも起こりうる
と捉え、教員、事務職員、養護教諭等全ての職員へ人権擁護と障害者虐待防止の研修を定期的に実施する必要性を助言したい。
②教職員のメンタルヘルス、働き方改革が社会の注目をあびている。島特独自の取り組みがあれば?!

【次年度への課題として】
　①教科別指導の成果と課題の整理、研修及び研究活動をとおした教育課程の充実と専門性の向上。
　②校内外における計画的・組織的な環境整備と美化活動（マスタープラン策定）。
　③学校として小中高一貫したキャリア教育の推進と、保護者と連携した進路指導による自立と社会参加を目指す。
　④交流及び共同学習の充実及び特別支援学校のセンター的機能の発揮を通した地域連携の推進。

令和４年度　学校評議員による学校評価

No 評価領域 感想・意見等
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